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第１章 水の流れ

水源の概要
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本市の主要な浄水場は４施設

※本市の小規模浄水場として、ほかに４施設（作並・熊ヶ根・野尻・滝原浄水場）がある

【宮城県】南部山浄水場

福岡浄水場

中原浄水場

茂庭浄水場

国見浄水場



各家庭へ

水道の３要素

①水量 ②水質 ③水圧

水道法の基本理念

①清浄 ②豊富 ③低廉

導水管

送水管

配水管

第１章 水の流れ

水道の条件 3



第１章 水の流れ

水をつくる施設（浄水処理） 4

①取水施設

②沈砂池
③導水施設

⑦浄水池
⑥ろ過池④着水井

搬出し

➡

リサイクル

⑤凝集沈でん池

⑧排水処理施設

天日乾燥床

浄水場



配水ブロック D
配水ブロック C

配水ブロック B

配水ブロック A

第１章 水の流れ

浄水場から配水ブロックへ 5

浄水場

配水ブロック

各家庭へ配水

配水幹線

配水所

配水幹線



第１章 水の流れ

配水ブロックから各家庭へ 6

配水幹線より
配水管

給水管

下水管へ
（管轄は建設局）

各家庭

減圧弁

配水管を網目状に配置

配水ブロック



茂庭浄水場

41,368千㎥

国見浄水場

27,778千㎥
中原浄水場

9,090千㎥

福岡浄水場

13,311千㎥

その他浄水場

267千㎥

県広域水道受水

28,292千㎥

令和４年度 各浄水場の配水量

合計配水量
120,107千m3

※令和４年度水道事業統計年報より

34.4%

23.1%

23.6%

0.2%

11.1%

7.6%

※東京ドーム
≒97個分

第１章 水の流れ

各浄水場の年間配水量 7



第１章 水の流れ

年間総配水量の内訳

有収水量

113,046千㎥

無収水量

2,759千㎥

無効水量

4,302千㎥

有効水量

115,805千㎥

令和4年度 配水量内訳

合計配水量
120,107千m3

3.8％

96.2％

漏水量など

局事業用水量･
メーター不感水量など

※令和4年度水道事業統計年報より

料金水量･分水量など
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• 水道施設の経年化が進み･･･

第２章 これからの仙台市水道

施設の老朽化

鈎取山配水所
※Ｓ.48年頃竣工

太白区 八木山南の北西にある国有林地内
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• 基幹浄水場の経年化が進み･･･

基幹浄水場 稼働時期 経過年数（R4年現在）

国見浄水場
（97,300㎥/日)

昭和36年
(1961年) 61年

茂庭浄水場
(190,500㎥/日)

昭和45年
(1970年) 52年

中原浄水場
(34,500㎥/日)

昭和52年
(1977年) 45年

福岡浄水場
(60,600㎥/日)

昭和58年
(1983年) 39年

南部山浄水場
(279,000㎥/日)

平成2年
(1990年) 32年

法定耐用年数：コンクリート構造物60年

第２章 これからの仙台市水道

施設の老朽化 11



第２章 これからの仙台市水道

配水所の整理統合（例）
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拡張時代は段階的に施設整備

1997年築造 1972年築造
配水所配水所

需要減を踏まえ既存施設を更新・改良し統廃合

1997年築造

（改良）

1972年築造
配水所
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第２章 これからの仙台市水道

施設の更新事例
荒巻配水所（新設更新） 鈎取山配水所（外面改良）
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ステンレス製の配水池
腐食に強く耐用年数が長い
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現在の水道事業に至るまでの経緯

・拡張時代は水の需要増大を見込み、多くの水道施設を建設

・現在は水の需要が減少し、維持管理の時代に

第３章 ポイントまとめ

講義のポイント 15

老朽化する水道施設への取り組み

・一挙に建設された水道施設の老朽化が顕著

・施設配置の効率化や施設の統廃合を検討

・合理的な施設の更新を目指す


